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今年度は昨年度に引き続き,供与された正常アカゲザル胸腺を用いて,immaturethymocyte
(cD31/4･/81)からmaturethymocyte(CD3+/4+/8+)に分化 ･増殖させるⅩenogenicmonkey･mousefetal
thymusorganculture(FTOC)systemの系の評価を行うと共に,その場にウイルス外皮糖タンパクで
あるgp160が存在した場合に分化 ･増殖に影響を及ぼすのかどうか検討を行った.供与された胸腺は1
ケ月令から1歳令の若齢アカゲザル3頭分であり,何れもⅩenogenicmonkey･mouseFTOCsystemで
培養11日日で約35%がmaturethymocyteに分化し,14日目には約70%でmaturethymocyteに分
化 ･増殖する叫が確認できた.これは昨年度の結果と同様であり,この系で再現良く分化 ･増殖過程を
観察出来ることが示された.また,gp160をこの培養系に加えたところ,培養 11日目で mature
thymocyteが25%,14日日でも64%と低い倍を示し,分化が抑制されていた.このことは,ウイルス
が未分化なT細胞の分化を障害する可能性を示唆するものである.今後はこの系を用いてウイルス感染
による胸腺細胞の分化 ･増殖過程への影響を検討していきたい.
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